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平成27年度阿蘇づくり大賞は
手野名水会「わくど石」

「
第

10
回
サ
テ
ラ
イ
ト
協
議
会

全
体
会
議
」を
２
月
26
日
、

国
立
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家
で
開
催

し
、今
年
度
、最
も
精
力
的
に
活
動
を

行
っ
た
サ
テ
ラ
イ
ト
を
表
彰
す
る

「
阿
蘇
づ
く
り
大
賞
」に『
わ
く
ど
石

（
手
野
地
区
）』が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
で
は
、

阿
蘇
市
の
中
で
特
に
大
切
に
守
り
伝

え
て
い
き
た
い
地
域
資
源（
お
す
す

め
ス
ポ
ッ
ト
）を「
サ
テ
ラ
イ
ト
」と

呼
ん
で
、地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

保
全
・
活
用
し
て
い
く
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、89
の
サ
テ
ラ
イ
ト
の

う
ち
、大
賞
、優
秀
賞
、田
空
賞
の
３

賞
を
選
ん
だ
も
の
で
す
。

　
「
阿
蘇
づ
く
り
大
賞
」に
選
ば
れ
た

『
わ
く
ど
石
』は
、手
野
地
区
に
あ
る

わ
く
ど（
カ
エ
ル
）の
形
を
し
た
石
の

こ
と
で
、現
在
、手
野
地
区
の
地
域
グ

ル
ー
プ「
手
野
名
水
会（
山
部
賢
次
会

長
、16
名
）」が
管
理
、活
用
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
、手
野
名
水
会
で
は
、わ
く

ど
石
を
は
じ
め
と
す
る
手
野
地
区
の

サ
テ
ラ
イ
ト
を
活
用
し
な
が
ら
県
内

の
外
国
人
留
学
生
を
対
象
と
し
た
地

域
散
策
案
内
や
、草
原
で
の
わ
ら
び

狩
り
、そ
う
め
ん
流
し
な
ど
の
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。ま
た
、手
野
名
水

会
の
女
性
グ
ル
ー
プ「
お
ふ
く
ろ
会
」

で
、イ
ベ
ン
ト
の
度
に
手
作
り
の
郷

土
料
理
を
振
る
舞
う
な
ど
、地
域
が

一
丸
と
な
っ
て
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

手
野
名
水
会
の
山
部
会
長
は「
わ

く
ど
石
は
名
水
会
の
活
動
の
発
端
に

な
っ
た
も
の
。今
後
も
メ
ン
バ
ー
全

員
で
た
く
さ
ん
の
人
に
地
域
を
紹
介

し
て
い
き
た
い
」と
今
後
の
抱
負
を

語
り
、ま
す
ま
す
活
動
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

手野名水会メンバーの皆さん（現在は 16 名）

▽
阿
蘇
づ
く
り
大
賞

　
「
わ
く
ど
石
」（
手
野
名
水
会：手
野
地
区
）

▽
優
秀
賞

　
「
碧
水
ホ
タ
ル
の
里
」（
北
黒
川
地
区
）

▽
田
空
賞

　
「
隼
鷹
天
満
宮
」（
的
石
区
）

平
成
27
年
度「
阿
蘇
づ
く
り
大
賞
」受
賞
者

●
あ
な
た
の
地
域
の「
サ
テ
ラ
イ
ト
」募
集
中
！

　

 

皆
さ
ま
の
地
域
に
あ
る
歴
史
や
由
緒
あ
る

場
所
、残
し
て
お
き
た
い
大
切
な
も
の
、伝

統
、文
化
な
ど
を
サ
テ
ラ
イ
ト
に
登
録
し
ま

せ
ん
か
？

　

 

お
問
い
合
わ
せ
は
、Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物

館
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

☎
３
５
‐
５
０
７
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1.�手野の名水を利用して行った流しそうめんの
ようす

2.�外国人留学生を対象とした地域散策イベント
のようす

3. わくど石を指さし案内するようす（中央がわ
くど石）。わくど石の脇を通る林道は牧野まで
続き、かつては干草刈りのために牧野へ向かう
人々が行き交っていたとのこと。この近くの湧
水は、肌につけると肌荒れが治るなど、皮膚の
治癒に効能があるといわれています。

NEWS

地方創生の核となる道の駅へ
道の駅阿蘇を「重点道の駅」に選定

　国土交通省は１月２７日、地方創生に資
する地産地消の促進及び地域の拠点形成
等に積極的に取り組む道の駅を支援する

「重点道の駅」に、道の駅阿蘇を選定しまし
た。
　「重点道の駅制度」は、道の駅を地方創生
実現に向けた極めて有効な手段と位置付
け、国が重点的に支援するもので、平成 27
年度は全国約 1000 カ所の「道の駅」のう
ち、「重点道の駅」として 38 カ所を選定。九
州では 4 カ所が認定され、道の駅阿蘇は防
災や医療等の近隣施設との連携による拠
点の形成、移住定住などを促進するための

「おためし生活支援事業」の創設等の先駆
的な取り組みが評価されました。
　今後、国の支援により、地域の拠点、地方
創生の核となる道の駅になることが期待
されます。

連日賑いを見せる道の駅阿蘇

田 空 通 信

WebTV アソ
動 画
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